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伊 

藤 
 

洋 

「

古

京

は

す

で

に

荒

て

、

新

都

は

い

ま

だ

な

ら

ず

。

あ

り

と

し

あ

る

人

は

、

皆

浮

雲

の

思

ひ

を

な

せ

り

」
（

「

方

丈

記

」
）
。

東

か

ら

上

京

し

て

く

る

源

氏

の

軍

勢

に

恐

れ

を

な

し

た

平

清

盛

は

、

治

承

４

年

（

１

１

８

０

）

６

月

２

日

、

福

原

（

現

神

戸

市

兵

庫

区

）

に

遷

都

。

権

力

の

空

白

地

帯

と

な

っ

た

京

の

都

は

、

群

盗

・

夜

盗

の

跋

扈

す

る

無

政

府

状

態

に

陥

っ

た

。

 

他

方

、

新

都

福

原

は

土

地

は

狭

く

、

手

を

立

っ

た

よ

う

な

坂

道

ば

か

り

。

何

を

す

る

に

も

難

渋

す

る

の

で

、

新

都

建

設

は

遅

々

と

し

て

進

ま

な

い

。

人

々

は

頼

り

な

い

思

い

に

さ

い

な

ま

れ

た

。

 

歴

史

は

め

ぐ

っ

て

２

０

０

８

年

秋

、

パ

ッ

ク

ス

・

ア

メ

リ

カ

ー

ナ

と

呼

ば

れ

、

実

に

２

０

世

紀

、

世

界

の

政

治

・

経

済

・

文

化

を

支

配

し

て

き

た

「

古

京

」

ア

メ

リ

カ

が

つ

い

に

ダ

ウ

ン

し

た

。

だ

が

、

次

な

る

世

界

の

「

新

都

」

は

な

ら

ず

。

か

く

て

「

浮

雲

」

の

哀

れ

を

こ

う

む

る

激

動

の

時

代

が

始

ま

っ

た

。

 

今

日

、

金

融

市

場

は

文

字

通

り

強

欲

拝

金

主

義

の

賭

場

と

な

っ

た

。

確

率

微

分

方

程

式

を

応

用

し

た

金

融

工

学

な

る

「

先

端

技

術

」

を

駆

使

し

て

他

人

の

褌

で

す

る

博

打

、

そ

の

顕

著

な

一

例

が

サ

ブ

プ

ラ

イ

ム

ロ

ー

ン

と

い

う

い

か

さ

ま

で

あ

り

、

ウ

ォ

ー

ル

街

は

そ

の

賭

博

場

で

あ

っ

た

。

 

思

え

ば

資

本

主

義

と

は

、

神

の

仕

事

を

「

天

職

（

ベ

ル

ー

フ

）
」

と

奉

じ

て

、

そ

の

神

に

代

わ

っ

て

黙

々

と

励

む

人

々

に

対

し

て

な

さ

れ

る

「

共

助

の

シ

ス

テ

ム

」
で

あ

っ

た

（

Ｍ

・

ウ

ェ

ー

バ

ー

（

大

塚

久

雄

訳

）『

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

テ

ィ

ズ

ム

の

倫

理

と

資

本

主

義

の

精

神

』

岩

波

書

店

）
。

ル

タ

ー

や

カ

ル

バ

ン

の

教

え

を

信

奉

し

た

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

が

、「

創

世

記

」

に

や

り

残

し

た

神

の

業

を

成

就

す

る

た

め

に

ひ

た

す

ら

額

に

汗

し

て

行

っ

た

労

働

や

技

術

、

そ

れ

を

支

援

す

る

た

め

の

投

資

、

こ

れ

が

元

祖

「

資

本

主

義

」

で

あ

っ

た

。

金

は

あ

る

が

「

天

職

」

を

持

た

な

い

人

々

は

、

預

貯

金

を

通

じ

て

資

本

市

場

に

私

財

を

提

供

し

、

ま

た

金

銭

も

才

覚

も

無

い

者

は

、

専

ら

労

働

を

提

供

す

る

こ

と

で

神

の

業

に

参

加

す

る

。

こ

れ

が

や

が

て

産

業

を

興

し

、

技

術

革

新

を

推

進

し

て

い

っ

た

、

と

い

う

の

だ

。

 

こ

の

禁

欲

的

な

シ

ス

テ

ム

の

結

果

、
「

神

の

忠

実

な

下

僕

」

達

は

、

結

果

と

し

て

「

金



持

ち

」

に

な

る

。

だ

が

、

こ

の

こ

と

が

巧

妙

な

す

り

替

え

を

招

く

こ

と

に

も

な

っ

た

。

曰

く

、
逆

も

真

な

り

、
「

金

持

ち

」

で

あ

る

こ

と

は

「

神

の

忠

実

な

下

僕

」

で

あ

る

こ

と

の

証

左

で

あ

る

、

と

。

こ

の

時

点

か

ら

、

資

本

主

義

は

拝

金

主

義

と

区

別

で

き

な

く

な

っ

て

現

代

に

至

っ

た

、

と

ウ

ェ

ー

バ

ー

は

言

う

。
 

か

く

し

て

良

い

経

営

者

と

は

神

の

業

を

忠

実

に

実

行

す

る

人

な

ど

で

は

な

く

て

、

手

段

を

選

ば

ず

自

社

株

の

「

時

価

会

計

」

を

極

大

化

し

た

経

営

者

だ

。

有

価

証

券

報

告

書

虚

偽

記

載

の

容

疑

で

公

判

中

の

「

ホ

リ

エ

モ

ン

」

こ

と

堀

江

貴

文

被

告

を

英

雄

に

祀

り

上

げ

、

衆

院

選

に

ま

で

駆

り

出

し

た

バ

カ

騒

ぎ

は

記

憶

に

生

々

し

い

。

 

こ

う

い

う

政

策

を

主

導

し

た

の

が

、

市

場

万

能

主

義

の

「

小

泉

・

竹

中

政

治

」
だ

っ

た

。

そ

こ

で

は

弱

肉

強

食

を

善

と

し

、

強

者

の

発

展

こ

そ

が

豊

か

さ

を

創

造

す

る

、

ゆ

え

に

全

て

を

市

場

に

委

ね

れ

ば

万

事

ハ

ッ

ピ

ー

と

い

う

も

の

だ

っ

た

。
結

果

は

見

て

の

通

り

、

こ

の

国

を

世

界

有

数

の

貧

困

国

家

に

転

落

さ

せ

て

し

ま

っ

た

。

万

死

に

値

す

る

愚

策

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

さ

て

、
「

新

都

は

い

ま

だ

な

ら

ず

」

だ

が

、

今

回

の

大

不

況

は

一

つ

の

時

代

が

終

わ

り

、
別

の

時

代

の

始

ま

る
「

死

と

再

生

の

カ

タ

ス

ト

ロ

フ

ィ

ー

」

を

象

徴

す

る

事

件

な

の

か

も

し

れ

な

い

。

つ

ま

り

、

金

融

資

本

に

よ

る

強

欲

資

本

主

義

時

代

の

終

わ

り

で

あ

り

、

実

体

経

済

再

生

の

始

ま

り

で

あ

る

。

 

そ

れ

が

証

拠

に

、

第

二

次

大

戦

後

、

休

む

間

も

無

く

戦

争

に

明

け

暮

れ

た

好

戦

国

家

ア

メ

リ

カ

で

、

バ

ラ

ク

・

オ

バ

マ

が

「

チ

ェ

ン

ジ

」

を

合

言

葉

に

大

統

領

選

挙

に

勝

利

し

た

。

ブ

ッ

シ

ュ

政

権

に

よ

っ

て

重

症

化

し

た

ア

メ

リ

カ

の

独

善

的

な

一

国

主

義

、

暴

力

的

な

軍

国

主

義

は

よ

う

や

く

姿

を

消

す

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

 

か

く

し

て

、

次

の

時

代

に

評

価

さ

れ

る

の

は

、

良

く

学

び

、

ま

じ

め

に

働

く

正

直

な

人

、

そ

う

い

う

人

達

を

育

て

る

学

校

や

地

域

、

彼

ら

を

常

用

雇

用

し

て

社

会

に

役

立

つ

製

品

を

誠

実

に

作

り

、

富

を

平

等

に

分

配

す

る

企

業

や

産

業

、

そ

れ

を

育

む

国

家

、「

チ

ェ

ン

ジ

」

の

時

代

の

経

綸

を

し

っ

か

り

語

れ

る

誠

実

に

し

て

教

養

あ

る

指

導

者

だ

。

 

１

９

３

２

年

、

あ

の

世

界

大

恐

慌

に

際

し

て

ア

メ

リ

カ

大

統

領

に

就

任

し

た

フ

ラ

ン

ク

リ

ン

・

ロ

ー

ズ

ベ

ル

ト

は

、

不

況

に

打

ち

ひ

し

が

れ

た

国

民

に

向

か

っ

て

、「

わ

れ

わ

れ

が

恐

れ

る

べ

き

唯

一

の

こ

と

は
『

恐

れ

る

こ

と

そ

の

も

の

』

だ

」

と

語

っ

た

と

い

う

。

そ

う

だ

、

こ

の

難

局

を

乗

り

越

え

る

に

は

「

勇

気

」

が

必

要

な

の

だ

。

失

敗

に

学

び

つ

つ

思

い

切

っ

た

「

チ

ェ

ン

ジ

」

を

実

行

す

る

勇

気

、

そ

れ

こ

そ

が

「

再

生

」

へ

つ

な

が

る

唯

一

の

道

な

の

だ

。

 

読

者

の

皆

さ

ん

に

と

っ

て

、

良

い

「

チ

ェ

ン

ジ

」

の

一

年

で

あ

り

ま

す

よ

う

に

。

 


